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第  １  8  5  号

臨時会・定例会

２

 

　

平
成　

年
第
２
回
臨
時
会
は
、　

月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出

２２

１１

１９

議
案
２
件
、
報
告
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
は
、　

月
６
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

２２

１２

１２

１５

１０

さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案　

件
、
報
告
３
件
、
諮
問
２
件
、
議
員
提
出
の

１２

意
見
書（
案
）１
件
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
報
告
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

  
平
成　

年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出

２３

１８

議
案
１
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平 成 2 2 年　　第 2  回 臨 時 会

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

報告のみ

報告のみ

下妻市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例等の一部改正

下妻市職員の給与に関する条例等の一部改正 

専決処分の報告「訴えの提起について」

専決処分の報告「訴えの提起について」

議案第53号

議案第54号

報告第16号

報告第17号

平 成 2 2 年　　第  4  回 定 例 会

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告のみ

報告のみ

報告のみ

同　　意

同　　意

下妻市部設置条例の一部改正

公の施設（下妻市心身障害者福祉センター「ひばりの」の指

定管理者の指定 

公の施設（下妻市心身障害者福祉センター「福祉ふれあいハ

ウス」の指定管理者の指定 

公の施設（下妻市福祉センター「シルピア」）の指定管理者の

指定

公の施設（下妻市福祉センター「シルピア別館」）の指定管理

者の指定

 公の施設（ビアスパークしもつま）の指定管理者の指定 

公の施設（道の駅しもつま）の指定管理者の指定 

公の施設（小貝川ふれあい公園ネイチャーセンター及び有料

公園施設）の指定管理者の指定

 公の施設（下妻市民文化会館）の指定管理者の指定

下妻市営土地改良事業の実施

平成２２年度下妻市一般会計補正予算（第４号）

平成２２年度下妻市水道事業会計補正予算（第２号）

専決処分の報告「損害賠償について」

専決処分の報告「損害賠償について」

専決処分の報告「損害賠償について」

人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること

人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

報告第１８号

報告第１９号

報告第２０号

諮問第２号

諮問第３号

議　員　提　出　議　案　等

原案可決環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）の参加に反対する意

見書（案）

意見書第５号

平 成 2 ３ 年　　第  1  回 臨 時 会

原案可決平成２２年度下妻市一般会計補正予算（第５号）議案第１号

  
平
成
二
十
三
年 　

第
１
回
臨
時
会

  
平
成
二
十
二
年 　

第
４
回
定
例
会

  
平
成
二
十
二
年 　

第
２
回
臨
時
会



しもつま市議会だより３

 　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
に
お

２２

い
て
次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
人
権
擁
護
委
員

　
　

井　

上　
　

讓　

氏

　
　

内　

田　
　

博　

氏

一般会計予算の内訳・各会計予算一　般　質　問

認
定
を
行
っ
て
、
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

　

蘯
就
学
援
助
制
度
の
説
明
に
つ
い
て

だ
が
、
小
学
校
入
学
予
定
の
子
供
の
い

る
全
保
護
者
に
対
し
て
、
入
学
前
の
１

月
頃
に
こ
の
制
度
の
説
明
書
や
申
請
書

を
送
付
す
る
の
は
可
能
か
。
ま
た
、
す

べ
て
の
児
童
・
生
徒
に
も
毎
年
２
月
頃

に
は
説
明
書
や
申
請
書
を
持
ち
帰
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

盻
下
妻
市
民
全
体
に
就
学
援
助
制
度

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
市
報
や
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
学
校
教
育
法
第　

条
２５

　
　
　
　
　

で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ

　
　
　
　
　

っ
て
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
学
齢
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、

市
町
村
は
必
要
な
援
助
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
就
学
援
助
制
度
を
義
務

づ
け
て
い
る
。

　

下
妻
市
の
小
学
生
は
２
６
７
９
人
、

中
学
生
は
１
３
６
４
人
い
る
が
、
こ
の

う
ち
要
保
護
、
準
要
保
護
と
な
っ
て
い

る
児
童
・
生
徒
は
何
人
い
る
の
か
。

　

盪
新
入
学
児
童
・
生
徒
が
認
定
さ
れ

る
ま
で
の
期
間
を
考
え
た
と
き
、
４
月

分
か
ら
６
月
分
の
就
学
援
助
費
が
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
払
わ
れ
た
と
し
て
も
、
支

払
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
保
護
者
は
困
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
事
前
に
仮

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

４　

中
山　

勝
美　

議
員

　

１　

ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し

　
　
　

・
地
域
活
性
化
に
つ
い
て　
　

　

２　

「
学
校
給
食
に
米
粉
パ
ン
を
導

　
　
　

入
し
、
地
場
産
米
の
消
費
拡
大
」

　
　
　

を
に
つ
い
て

５　

斯
波　

元
気　

議
員

　

１　

行
政
機
構
の
見
直
し
、
子
育
て

　
　
　

支
援
課
に
つ
い
て

　

２　

行
政
機
構
の
見
直
し
、
市
民
協

　
　
　

働
室
に
つ
い
て

６　

中
山　

政
博  
議
員

　

１　

農
村
総
合
計
画
の
、
そ
の
後
を

　
　
　

問
う

　

２　

公
共
施
設
の
備
品
に
つ
い
て

７　

山
中　

祐
子  
議
員

　

１　

図
書
に
親
し
む
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　

つ
い
て

　

２　

各
課
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

　
　
　

「
お
知
ら
せ
」
の
見
直
し
に
つ

　
　
　

い
て

８　

菊
池　

博  
議
員        　

　

１　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　

２　

鬼
怒
地
区
の
江
連
用
水
の
管
理

　
　
　

責
任
に
つ
い
て

９　

廣
瀬　

榮　

議
員

　

１　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
　

小
竹　

薫　

議
員

10
　

１　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
求
め

　
　
　

て
！

１　

平
井　

誠　

議
員

　

１　

高
齢
者
も
障
害
者
も
買
い
物
難

　
　
　

民
に
し
な
い
住
み
よ
い
下
妻
市

　
　
　

を
め
ざ
し
て

　

２　

国
民
健
康
保
険
法
の
活
用
で
、

　
　
　

市
民
の
命
、
健
康
、
生
活
を
守

　
　
　

れ
る
市
政
を

　

３　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
事

　
　
　

業
の
継
続
と
拡
大
に
つ
い
て　

　

４　

ど
の
子
に
も
、
ゆ
き
と
ど
い
た

　
　
　

教
育
を
め
ざ
し
て
、
就
学
援
助

　
　
　

制
度
を
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ

　
　
　

う
に

２　

笠
島　

道
子　

議
員　
　
　
  

　

１　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

　
　
　

つ
い
て

　

２　

高
道
祖
中
台
池
を
ま
わ
る
通
学

　
　
　

路
に
つ
い
て

３　

須
藤　

豊
次  
議
員

　

１　

稲
葉
市
長
の
財
政
基
盤
の
健
全

　
　
　

化
策
に
つ
い
て

　

２　

障
害
者
や
高
齢
者
福
祉
の
体
制

　
　
　

確
立
と
対
応
に
つ
い
て

ど
の
子
に
も
、
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
め
ざ
し

て
、
就
学
援
助
制
度
を

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ

う
に

　
　
　
 
 
平
井　

誠 
議
員

一
般
質
問
者
の
氏
名

・
項
目
は
次
の
と
お

り
で
す 
。　
　
（
通
告
順
）

人 事 議 案  
人
事
議
案 

人
事
議
案



第  １  8  5  号

一　般　質　問

４

は
２
月
に
文
書
を
配
布
し
て
周
知
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

盻
全
児
童
・
生
徒
へ
の
周
知
を
文
書

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
く

の
で
、
こ
れ
に
代
え
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　

盧
国
は
、
無
料
化
要
望

　
　
　
　
　

が
強
か
っ
た
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

　
　
　
　
　

ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
Ｂ
型
（
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
）
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
３
点
を
今
年
度
後
半
か
ら
来
年
度

ま
で
無
料
化
と
し
た
。
日
本
で
は
、
毎

年
１
万
５
０
０
０
人
の
女
性
が
子
宮
頸

が
ん
を
発
症
し
て
、
約
３
５
０
０
人
が

命
を
落
と
し
て
い
る
。
女
性
の
健
康
と

命
、
引
い
て
は
未
来
の
子
供
の
命
を
守

る
た
め
に
、
予
防
と
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
の
両
方
が
大
事
で
あ
る
。

　

茨
城
県
内
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
助
成
の

状
況
を
み
る
と
、　

市
町
村
の
う
ち
、

４４

国
の
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
予
算
化
し
た

　
　
　
　
　
　

盧
要
保
護
と
準
要
保
護

　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒
数
の
過
去
５

　
　
　
　
　

年
間
の
人
数
は
次
の
と
お

り
で
、
傾
向
と
し
て
は
微
増
と
い
う
状

況
に
あ
る
。

　

平
成　

年
度　

要
保
護
４
人

１８

　
　
　
　
　
　
　

準
要
保
護
１
６
８
人

　

平
成　

年
度　

要
保
護
４
人

１９

　
　
　
　
　
　
　

準
要
保
護
１
９
９
人

　

平
成　

年
度　

要
保
護
２
人

２０

　
　
　
　
　
　
　

準
要
保
護
１
９
３
人

　

平
成　

年
度　

要
保
護
５
人

２１

　
　
　
　
　
　
　

準
要
保
護
２
０
５
人

　

平
成　

年
度　

要
保
護
３
人

２２

　
　
　
　
　
　
　

準
要
保
護
２
０
７
人

　
　

　

盪
認
定
基
準
と
な
る
住
民
税
の
確
定

が
６
月
の
た
め
、
６
月
の
教
育
委
員
会

に
諮
り
、
そ
の
後
速
や
か
に
認
定
通
知

書
を
各
学
校
長
へ
通
知
し
て
い
る
。
認

定
者
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
援
助
費
を
支
給
し
て
い
る
。
新
入

学
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
入
学
が

確
定
し
て
い
な
い
状
況
で
の
認
定
事
例

は
な
い
。

　

蘯
現
在
は
、
こ
の
制
度
を
学
校
担
任

を
通
し
て
保
護
者
に
周
知
し
て
い
る
。

今
後
、
新
入
学
児
童
・
生
徒
に
は
入
学

説
明
会
の
際
に
、
在
校
児
童
・
生
徒
に

の
は
、　

市
５
町
２
村
に
ま
で
広
が
っ

２０

て
い
る
。
下
妻
市
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
対
象
者
は
６
９
２
人
と
聞
い
て
い

る
が
、
市
と
し
て
３
種
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
の
か
伺
う
。

　

盪
下
妻
市
と
し
て
も
、
国
の
動
向
に

よ
ら
な
い
独
自
の
助
成
を
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

蘯
早
期
発
見
の
た
め
の
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
事
業
だ
が
、　

歳
、　

歳
、

２０

２５

　

歳
、　

歳
、　

歳
が
対
象
年
齢
で
あ

３０

３５

４０

る
。
前
回
は
１
５
２
７
名
に
ク
ー
ポ
ン

券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
検
診

に
よ
っ
て
病
変
や
子
宮
頸
が
ん
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

盧　

月
の
臨
時
国

１１

　
　
　
　
　

会
に
お
い
て
「
子
宮

　
　
　
　
　

頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊

急
促
進
臨
時
特
例
交
付
金
」
が
予

算
化
さ
れ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
全
国
都

道
府
県
担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
、
県
に
お
い
て
市
町

村
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
な

の
で
、
現
段
階
で
は
答
え
ら
れ
な

い
。

　

盪
接
種
す
れ
ば
す
べ
て
予
防
で
き
る

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
定
期
的
な
検

診
が
必
要
で
あ
り
、
副
作
用
等
に
つ
い

て
も
不
明
で
、
法
定
の
予
防
接
種
で
は

な
い
の
で
、
万
が
一
、
予
防
接
種
事
故

が
起
き
た
と
き
は
多
額
の
財
源
が
必
要

と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

蘯
１
５
２
７
名
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し

た
が
、
受
診
者
は
２
４

１
名
で
、
受
診
率
は　
１５

・　

％
で
あ
る
。
う
ち

７８

　

名
が
、
精
密
検
査
を

１６要
す
と
の
結
果
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

盧
厳
し
い
財
政
運
営
の

　
　
　
　
　

中
、
平
成　

年
度
か
ら
平

１９

　
　
　
　
　

成　

年
度
ま
で
の
３
年
間

２１

を
推
進
期
間
と
し
て
、
財
政
健
全
化
検

討
委
員
会
よ
り
財
政
健
全
化
と
財
政
運

営
に
関
す
る
提
言
が
出
さ
れ
、
人
件
費

抑
制
や
事
務
経
費
の
削
減
な
ど
、　

項
４５

目
に
わ
た
り
健
全
化
を
進
め
て
き
た
。

議
会
側
と
し
て
も
、
前
回
の
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
議
員
定
数
を　

名
か
ら

２４

４
名
削
減
し
、　

名
に
し
た
と
こ
ろ
で

２０

あ
り
、
さ
ら
に
健
全
化
が
進
む
も
の
と

考
え
る
。

稲
葉
市
長
の
財
政
基
盤

の
健
全
化
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
 
須
藤
豊
次 
議
員

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
笠
島
道
子 
議
員
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財
政
健
全
化
計
画
の
推
進
期
間
の
３

年
間
は
過
ぎ
た
が
、
人
件
費
の
抑
制
や

民
間
委
託
の
推
進
、
事
務
経
費
の
削
減

等
、
今
後
計
画
の
見
直
し
を
し
て
継
続

し
、
健
全
化
に
努
め
る
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

盪
職
員
の
定
数
削
減
を
第
５
次
総
合

計
画
目
標
指
数
よ
り
さ
ら
に
多
く
し
、

人
件
費
の
抑
制
に
努
め
る
と
所
信
で
述

べ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
人
件
費
抑

制
の
施
策
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
当
市
の
実
質
公
債
費

　
　
　
　
　

比
率
は
こ
の
３
か
年
、
毎

　
　
　
　
　

年
度
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
今
後
３
か
年
平
均
の
実
質
公

債
費
比
率
は
、
平
成　

年
度
が　

・
５

22

１６

％
、
平
成　

年
度
が　

・
８
％
に
推
移

２３

１５

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
要
因

は
、
一
部
事
務
組
合
の
起
債
に
対
す
る

負
担
金
の
減
少
や
、
繰
上
償
還
に
よ
る

も
の
だ
が
、
今
後
は
さ
ら
に
不
要
、
不

急
の
施
策
を
厳
し
く
仕
分
け
す
る
と
と

も
に
、
合
併
特
例
債
な
ど
比
率
へ
の
影

響
の
少
な
い
市
債
を
活
用
す
る
な
ど
、

実
質
公
債
費
比
率
の
さ
ら
な
る
引
き
下

げ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

一　般　質　問

しもつま市議会だより5

　

次
に
経
常
収
支
比
率
は
、
市
税
等
の

一
般
財
源
の
増
減
に
よ
り
大
き
な
影
響

を
受
け
る
た
め
、
今
後
と
も
市
税
等
の

特
別
滞
納
整
理
や
滞
納
処
分
の
強
化
、

納
付
機
会
の
拡
大
等
を
実
施
し
、
自
主

財
源
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
た
に
定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
徹
底
し
た

経
常
経
費
の
削
減
、
行
政
評
価
に
よ
る

事
業
の
厳
選
を
行
い
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

盪
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員

２２

数
は
３
４
０
名
で
、
類
似
団
体
や
総
務

省
で
示
し
て
い
る
指
標
と
比
較
し
て
も

下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
し
か
し

現
在
の
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
を
考

慮
す
る
と
、
職
員
の
一
層
の
削
減
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
組
織
機

構
の
見
直
し
や
、
情
報
化
の
推
進
に
よ

る
事
務
処
理
の
効
率
化
な
ど
今
後
も
引

き
続
き
職
員
数
の
削
減
を
行
い
、
人
件

費
を
抑
制
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　

全
国
各
地
で
ご
当
地
グ

　
　
　
　
　

ル
メ
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
ブ

　
　
　
　
　

ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
る
。

土
浦
市
に
お
い
て
も
、
同
市
の
川
口
運

動
公
園
で
３
万
５
０
０
０
人
を
集
め
て
、

カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
、

カ
レ
ー
王
者
決
定
戦
Ｃ 
│ 

１
グ
ラ
ン
プ

リ
が
行
わ
れ
た
。

　

安
く
て
お
い
し
い
様
々
な
ご
当
地
グ

ル
メ
が
あ
る
が
、
当
市
に
お
い
て
も
ご

当
地
食
材
で
あ
る
豚
肉
や
梨
、
あ
る
い

は
加
養
の
ネ
ギ
を
使
っ
た
ご
当
地
グ
ル

メ
の
開
発
、
そ
の
開
発
の
た
め
の
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
商
品

化
、
販
売
な
ど
、
農
工
商
が
連
携
し
た

ま
ち
お
こ
し
・
地
域
活
性
化
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

　

「
下
妻
に
来
た
ら
、
何
々
を
食
べ
て

帰
ら
な
く
て
は
。
」
と
言
わ
れ
る
ご
当

地
グ
ル
メ
の
開
発
は
大
事
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
第
５
次
総
合
計

　
　
　
　
　

画
に
基
づ
き
、
地
域
産
業

　
　
　
　
　

の
活
性
化
や
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

「
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し
」

の
事
業
と
し
て
、
お
と
と
し　

月
に
下

１１

妻
市
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
、
「
と
ん

か
つ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
６
品
を
市
内
飲
食
店
に

お
い
て
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
協
力
を

求
め
、
「
食
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
」
の

展
開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
料
理
提
供
に

協
力
し
て
く
れ
る
店
は
１
店
舗
だ
け
で

あ
り
、
観
光
協
会
で
は
更
な
る
Ｐ
Ｒ
の

促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
市
経
済

の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
来
年
度
末
ま

で
の
２
年
間
を
策
定
期
間
と
し
た
、
下

妻
市
観
光
振
興
基
本
計
画
策
定
に
着
手

す
る
。
こ
の
計
画
は
、
下
妻
市
の
既
存

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
地
元
食
材
を

使
用
し
た
食
品
の
開
発
、
地
域
産
業
の

振
興
・
観
光
資
源
の
発
掘
な
ど
、
市
内

外
の
有
識
者
等
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

効
果
的
に
観
光
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
計
画
を
継
続
し
て
実
施
で

き
る
体
制
を
つ
く
り
、
市
民
と
行
政
が

連
携
し
、
共
同
で
計
画
を
実
行
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
は
、
下
妻
市
特
産
品
の
販
売

促
進
と
知
名
度
の
向
上
を
目
的
と
し
、

都
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
子
育
て
支
援
課
が
新

　
　
　
　
　

設
さ
れ
る
が
、
業
務
内
容

　
　
　
　
　

は
従
前
の
児
童
福
祉
係
の

も
の
と
ほ
ぼ
同
様
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
が
あ
る
。
新
た
な
役
割
が
子

育
て
支
援
課
に
加
わ
っ
た
の
か
。
従
前

の
体
制
に
比
し
て
子
育
て
支
援
体
制
が

向
上
し
た
の
か
ど
う
か
伺
う
。

とんかつ料理コンテストの作品（ねぎカツ）

ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち

お
こ
し
・
地
域
活
性
化

に
つ
い
て

　
　
　
　
 
中
山
勝
美 
議
員
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行
政
機
構
の
見
直
し
・

子
育
て
支
援
課
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
 
斯
波
元
気 
議
員
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盪
市
役
所
内
の
子
育
て
関
連
の
課
に

加
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
児
童
相
談

所
な
ど
子
育
て
に
関
連
す
る
情
報
を
一

元
的
に
管
理
し
市
民
に
提
供
す
る
、
ま

た
は
、
市
民
か
ら
の
子
育
て
に
関
す
る

相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
専
門
の
機
関
へ

取
り
次
ぐ
な
ど
、
子
育
て
関
連
の
総
合

的
な
窓
口
を
設
置
し
、
体
制
を
整
え
て

こ
そ
、
新
設
す
る
意
義
が
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　

蘯
市
町
村
に
お
い
て
様
々
な
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
よ
い
の
か
的
確
な
情
報
を
得
ら
れ

に
く
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
業
務
を
担
当
す
る
の
は
子
育
て

支
援
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
、
現
在
、
こ
の
資
格

を
有
す
る
職
員
は
い
る
の
か
。
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盻
子
育
て
関
連
の
情

報
を
網
羅
し
た
子
育
て

支
援
の
総
合
的
な
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
す
る

こ
と
も
必
要
か
と
思
わ

れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　

眈
必
要
な
と
き
に
必

要
な
情
報
を
引
き
出
せ

る
、
子
育
て
支
援
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
少
子
高
齢
化
時
代
に

　
　
　
　
　

お
い
て
、
特
に
力
を
入
れ

　
　
　
　
　

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
で
、
子
育
て
支
援
課
を

創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
関

係
各
課
に
わ
た
っ
て
い
る
子
育
て
支
援

業
務
を
総
合
的
に
調
整
し
、
子
育
て
支

援
施
策
が
ス
ム
ー
ズ
に
推
進
で
き
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

　

盪
庁
内
に
お
け
る
子
育
て
関
係
の
担

当
課
は
、
福
祉
事
務
所
・
保
健
セ
ン
タ

ー
・
保
険
年
金
課
・
学
校
教
育
課
・
生

涯
学
習
課
等
が
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る

専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
な
こ
と
だ
が
、
将
来
的
に

子
育
て
支
援
の
総
合
的
窓
口
と
な
る
よ

う
、
各
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

蘯
多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
情

報
を
一
元
的
に
把
握
し
、
利
用
者
へ
の

情
報
提
供
及
び
利
用
援
助
等
の
支
援
を

行
う
子
育
て
支
援
に
関
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
業
務
は
、
改
正
児
童
福
祉
法
に

よ
り
、
市
町
村
の
責
務
と
し
、
そ
の
業

務
を
行
う
上
で
の
知
識
・
能
力
や
相
談

援
助
の
技
術
を
有
す
る
者
を
、
子
育
て

支
援
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

い
る
。
当
市
で
は
、
家
庭
相
談
員
や
保

健
師
、
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
有
し

た
職
員
が
そ
れ
に
関
わ
る
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

　

盻
毎
年
「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
て
お
り
、
母
子
手
帳
発
行
の

際
や
関
係
窓
口
等
で
配
布
し
て
い
る
。

　

眈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各
手
当
や
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

子
育
て
支
援
制
度
を
総
合
的
に
見
る
こ

と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
、

子
育
て
支
援
課
の
創
設
に
伴
い
、
総
合

的
な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

合
併
前
の
千
代
川
地
区

　
　
　
　
　

で
農
村
総
合
整
備
計
画
と

　
　
　
　
　

い
う　

か
年
に
わ
た
り
農

１０

道
や
用
排
水
路
な
ど
を
整
備
す
る
長
期

整
備
計
画
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、

昭
和　

年
ご
ろ
に
制
定
さ
れ
た
国
・
県

４７

か
ら
の
補
助
率
が
他
の
事
業
よ
り
も
非

常
に
高
い
、
有
利
な
事
業
だ
っ
た
。
反

面
、
農
業
・
農
家
に
関
す
る
こ
と
以
外

に
は
使
え
ず
、
減
反
達
成
率
１
０
０
％

と
い
う
足
か
せ
が
あ
り
、
減
反
さ
せ
る

た
め
の
政
策
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　

旧
千
代
川
村
で
は
こ
の
事
業
に
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の　

か

１２

２１

１０

年
で
、
当
初
予
算
で
は
約　

億
円
、
最

２０

終
的
に
は　

億
円
程
度
に
な
る
農
道
、

２６

用
排
水
路
の
整
備
計
画
を
立
て
た
。
防

災
行
政
無
線
な
ど
も
こ
の
事
業
の
一
つ

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
下
妻
市
と
な
っ

た
平
成　

年
度
で
こ
の
事
業
が
打
ち
切

１８

り
と
な
り
、　

か
年
計
画
の
７
年
が
経

１０

過
し
た
と
こ
ろ
で
中
止
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
に
完
了
し
た
事
業
、
完
了
で

き
な
か
っ
た
事
業
は
何
か
。
ま
た
、
こ

の
政
策
の
継
承
事
業
と
し
て
、
村
づ
く

り
交
付
金
事
業
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に

継
承
さ
れ
た
事
業
、
継
承
さ
れ
ず
に
廃

案
と
な
っ
た
事
業
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　

「
農
村
総
合
整
備
統
合

　
　
　
　
　

補
助
事
業
」
は
、
平
成　
１２

　
　
　
　
　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の

２１

　

か
年
事
業
で
総
事
業
費　

億
円
、
事

１０

２２

業
量
は
用
排
水
路
整
備　

路
線
、
道
路

２０

整
備　

路
線
な
ど
を
計
画
し
た
も
の
で

２４

あ
る
。
し
か
し
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

平
成　

年
度
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
せ

１８

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
未
整
備
事
業
が

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

実
施
済
は
用
排
水
路　

路
線
、
道
路

１５

６
路
線
な
ど
総
額
７
億
７
１
０
０
万
円

で
、
未
実
施
の
も
の
は
、
用
排
水
路
５

路
線
、
道
路　

路
線
な
ど
残
事
業
費
は

１８

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

農
村
総
合
計
画
の
、
そ

の
後
を
問
う

　
　
　
　
　
 
中
山
政
博 
議
員

村づくり交付金事業として整備が進む集落排水路
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答
弁
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億
２
９
０
０
万
円
で
あ
る
。

１４
　

ま
た
後
継
事
業
と
な
っ
た
「
村
づ
く

り
交
付
金
事
業
」
の
概
要
だ
が
、
事
業

期
間
を
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

２０

２５

の
６
か
年
と
し
、
総
事
業
費
約
２
億
３

４
０
０
万
円
の
計
画
で
進
め
て
い
る
。

引
き
継
が
れ
た
路
線
は
、
道
路
３
路
線
、

用
排
水
路
４
路
線
な
ど
で
、　

年
度
末

２２

の
進
捗
率
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約　

・
２０

１
％
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
村
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
移

行
で
き
な
か
っ
た
道
路　

路
線
、
排
水

１５

路
２
路
線
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
等
を
ふ
ま
え
、
今
後

は
新
た
な
国
・
県
等
の
補
助
制
度
を
研

究
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
財
源
の

確
保
や
現
場
条
件
に
合
っ
た
整
備
方
法

な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
図
書
館
で
は
い
つ
行

　
　
　
　
　

っ
て
も
市
民
が
訪
れ
て
熱

　
　
　
　
　

心
に
本
を
読
み
、
学
ん
で

い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
良
書
は
知
識
の

泉
で
あ
り
、
知
恵
の
源
だ
と
思
う
。
さ

ら
に
図
書
に
親
し
む
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
努
力
が
必
要
な
の
か
。
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ま
ず
、
利
用
者
の
実
態
を
知
り
、
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
さ
ら
に
満

足
の
高
い
図
書
館
運
営
の
た
め
、
世
代

別
の
図
書
館
利
用
者
の
推
移
と
実
態
に

つ
い
て
伺
う
。

　

盪
蔵
書
の
破
損
や
紛
失
に
よ
る
損
失

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　

蘯
新
刊
の
雑
誌
に
は
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ

ー
が
か
け
ら
れ
、
貸
し
出
し
は
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ビ
ニ
ー

ル
カ
バ
ー
に
広
告
を
入
れ
る
、
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。
年
間

の
雑
誌
代
を
ま
か
な
え
る
ぐ
ら
い
の
広

告
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

盻
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
書
館
の
導
入
に
つ
い
て

伺
う
。
電
子
書
籍
と
は
、
既
存
の
書
籍

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
電
子

書
籍
リ
ー
ド
な
ど
で
読
め
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
利
用
者
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て　

時
間
、
３
６
５
日

２４

い
つ
で
も
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る

た
め
、
図
書
館
へ
出
向
く
必
要
が
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
借
り
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図

書
館
は
、
返
却
日
が
来
る
と
、
延
長
手

続
き
を
し
な
け
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
で
読
め

な
く
な
る
た
め
、
延
滞
も
破
損
も
な
い
。

返
却
の
催
促
も
不
要
で
、
書
籍
へ
の
書

き
込
み
、
盗
難
も
起
こ
ら
な
い
。

　

電
子
図
書
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

投
資
し
た
分
は
損
失
す
る
こ
と
な
く
永

久
保
存
で
き
る
財
産
と
し
て
活
用
で
き

る
。
損
失
ゼ
ロ
は
大
き
な
コ
ス
ト
削
減

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
執
行
部
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
度
資
料
貸

21

　
　
　
　
　

出
人
数
は
、
幼
児
は
１
８

　
　
　
　
　

１
９
人
で
全
体
の　

％
、

３.３

小
学
生
は
６
７
１
０
人
で　

％
、
中
学

１２

生
は
１
３
３
２
人
で　

％
、
高
校
生
は

２.４

９
０
９
人
で　

％
、　

歳
か
ら　

歳
は

１.６

１９

３９

１
万
５
９
１
６
人
で　

・
５
％
、　

歳

２８

４０

か
ら　

歳
は
１
万
９
９
０
１
人
で　

・

５９

３５

６
％
、　

歳
以
上
は
９
３
０
２
人
で　

６０

16

・
６
％
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
多
少
減

少
の
傾
向
で
あ
る
が
、
様
々
な
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
図
書
の
充
実
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

盪
平
成　

年
度

１７

　
　
　

破
損　

点　

紛
失　

点

２３

６２

　
　
　

損
失
金
額　
　

万
５
０
５
７
円

１７

　
　

平
成　

年
度

１８

　
　
　

破
損　

点　

紛
失　

点

５８

１８

　
　
　

損
失
金
額　

９
万
８
５
６
３
円

　
　

平
成　

年
度

１９

　
　
　

破
損　

点　

紛
失　

点

５４

３７

　
　
　

損
失
金
額　
　

万
２
８
８
９
円

１３

　
　

平
成　

年
度

２０

　
　
　

破
損　

点　

紛
失　

点

４８

２２

　
　
　

損
失
金
額　
　

万
２
２
１
円

１０

　
　

平
成　

年
度

２１

　
　
　

破
損　

点　

紛
失　

点

２５

１７

　
　
　

損
失
金
額　

７
万
９
７
８
１
円

　

蘯
最
新
号
約
１
７
０
冊
の
雑
誌
に
つ

い
て
の
み
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
か
け
て

閲
覧
に
供
し
い
る
が
、
広
告
料
を
頂
き

な
が
ら
、
少
し
で
も
財
政
を
豊
か
に
す

る
の
は
良
い
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
今
後
調
査
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

盻
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
書
館
の
導
入
に
は
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
県
内
の

公
立
図
書
館
が
加
盟
す
る
茨
城
県
図
書

館
協
議
会
と
調
査
・
研
究
を
行
い
、
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

鬼
怒
地
区
の
江
連
用
水

　
　
　
　
　

の
管
理
責
任
に
つ
い
て
質

　
　
　
　
　

問
す
る
。
こ
の
地
区
を
流

れ
る
江
連
用
水
は
、
以
前
は
江
連
用
水

土
地
改
良
区
事
務
所
及
び
水
田
の
地
権

者
の
方
た
ち
が
堤
防
の
草
刈
り
や
用
水

内
の
清
掃
等
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
現
在
は
宅
地
化
さ
れ
、
水

田
の
耕
作
者
が
い
な
く
な
り
、
お
の
ず

と
こ
の
地
区
の
江
連
用
水
の
管
理
者
が

不
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

図書に親しむ子どもたち

図
書
に
親
し
む
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
山
中
祐
子 
議
員

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

鬼
怒
地
区
の
江
連
用
水

の
管
理
責
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
 
菊
池　

博 
議
員

江連用水路（鬼怒地区）
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以
前
大
雨
時
に
、
上
流
か
ら
流
れ
て

き
た
草
な
ど
が
、
用
水
に
生
い
茂
っ
て

い
る
葦
等
に
引
っ
か
か
っ
て
、
流
れ
を

妨
げ
て
、
用
水
か
ら
宅
地
内
に
水
が
あ

ふ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時

は
、
千
代
川
村
役
場
が
一
時
的
に
草
等

を
除
去
し
た
が
、
管
理
者
が
不
在
、
あ

る
い
は
不
明
確
な
た
め
に
、
根
本
的
な

対
策
は
と
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

ろ
う
。
最
近
の
異
常
気
象
か
ら
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

以
前
に
も
増
し
て
大
水
の
被
害
の
可
能

性
も
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
に
対
策
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

特
に
こ
の
鬼
怒
地
区
は
、
管
理
責
任

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、

管
理
責
任
者
は
だ
れ
な
の
か
。
責
任
者

が
不
明
確
の
場
合
、
住
民
は
ど
こ
に
対

応
を
依
頼
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ま
た
、

こ
の
地
区
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
地

区
、
地
域
は
な
い
の
か
。　

　
　
　
　
　
　

昭
和
後
期
よ
り
農
地
の

　
　
　
　
　

転
用
が
進
み
、
鬼
怒
地
区

　
　
　
　
　

の
用
途
指
定
区
域
で
は
開

発
行
為
等
に
よ
る
民
間
の
宅
地
開
発
が

促
進
さ
れ
、
現
在
で
は
百
数
十
戸
の
住

宅
が
建
築
さ
れ
、
千
代
川
庁
舎
を
は
じ

め
、
広
域
的
施
設
で
あ
る
「
ク
リ
ー
ン

第  １  8  5  号

一　般　質　問

8

ポ
ー
ト
・
き
ぬ
」
や
「
ほ
っ
と
ラ
ン
ド

・
き
ぬ
」
、
鬼
怒
小
貝
流
域
下
水
道
の

終
末
処
理
場
な
ど
が
建
築
さ
れ
て
き
た
。

　

特
に
、
用
途
指
定
地
区
に
お
け
る
宅

地
開
発
の
際
に
は
、
江
連
用
水
土
地
改

良
区
で
は
宅
地
開
発
業
者
に
対
し
、
農

地
転
用
決
済
金
を
賦
課
す
る
と
と
も
に
、

江
連
用
水
へ
の
排
水
放
流
に
当
た
り
、

浄
化
槽
処
理
水
放
流
の
使
用
料
を
請
求

す
る
な
ど
の
対
応
が
さ
れ
て
き
た
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
宅
地
化
が
進
め
ら

れ
た
地
域
で
は
、
農
地
耕
作
者
の
減
少

に
伴
い
、
維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
く
な

り
、
地
域
住
民
か
ら
は
江
連
用
水
路
の

除
草
や
堆
積
土
砂
を
取
り
除
く
作
業
が

要
望
が
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
さ

ら
に
は
、
大
雨
時
に
千
代
川
庁
舎
隣
の

緑
地
公
園
付
近
で
江
連
用
水
か
ら
の
溢

水
に
よ
り
、
市
道
が
冠
水
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
鎌
庭
地
区
排

水
と
鬼
怒
地
区
排
水
が
合
流
す
る
江
連

用
水
路
下
流
地
区
の
常
総
市
若
宮
戸
地

先
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
ヒ
ュ
ー

ム
管
の
断
面
不
足
が
根
本
原
因
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
３
年
前
よ
り
常
総
市
と

対
応
策
に
つ
い
て
協
議
を
続
け
て
き
た

結
果
、
国
・
県
の
補
助
事
業
で
あ
る
湛

水
防
除
事
業
に
よ
り
改
修
を
進
め
る
方

針
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
工
事

実
施
時
期
は
最
短
で
平
成　

年
度
を
予

２７

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
管
理
責
任
者
に
つ
い
て
だ
が
、

土
地
登
記
簿
上
の
所
有
権
者
は
江
連
用

水
土
地
改
良
区
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

管
理
権
限
も
江
連
用
水
土
地
改
良
区
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
江
連
用
水
に

関
す
る
住
民
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て

は
、
市
が
窓
口
と
な
り
、
改
良
区
と
協

議
・
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
最
後
に
、
江
連
用
水
の
よ
う
な
例

は
ほ
か
の
地
区
に
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
国
民
健
康
保
険
の
収

　
　
　
　
　

納
率
を
伺
う
。　　
　
　

　

盪
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

伺
う
。
医
薬
品
そ
の
も
の
が
約
２
割
か

ら
７
割
ぐ
ら
い
安
く
な
る
と
い
う
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
だ
が
、
薬
を
使
う
我

々
も
安
く
な
る
。
ま
た
、
支
払
い
を
す

る
市
側
に
し
て
も
支
払
い
が
だ
い
ぶ
少

な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
と
、
節
約
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

市
か
ら
も
納
付
書
と
一
緒
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
て

き
た
が
、
も
う
少
し
広
報
活
動
に
力
を

入
れ
て
利
用
促
進
を
は
か
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
度
の
現
年

２０

　
　
　
　
　

度
分
の
収
納
率
が　

・　
８６

３６

　
　
　
　
　

％
、
繰
り
越
し
さ
れ
た
滞

　
　

納
分
と
合
わ
せ
る
と　

・　

％
、

６４

２２

　
　

平
成　

年
度
の
現
年
度
分
は　

・

２１

８５

　
　
　

％
で
、
繰
り
越
さ
れ
た
滞
納
分

８６

　
　

と
合
わ
せ
る
と　

・　

％
と
な
っ

６２

４９

　
　

て
お
り
、
今
年
度
を
含
め
、
こ
こ

　
　

数
年
低
下
傾
向
に
あ
る
。
要
因
と

　
　

し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
　

制
度
の
導
入
や
長
引
く
景
気
低
迷
、

　
　

雇
用
状
況
の
悪
化
な
ど
が
挙
げ
ら

　
　

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、

口
座
振
替
の
推
進
や
納
付
の
利
便
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
滞
納
者
の
生
活
状

況
の
把
握
や
財
産
調
査
等
を
適
正
に
実

施
し
、
差
押
え
等
に
よ
る
強
制
徴
収
も

含
め
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

盪
平
成　

年
、
厚
生
労
働
省
・
課
長

２１

通
知
に
よ
り
、
患
者
負
担
の
軽
減
や
国

保
財
政
の
健
全
化
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
平
成　

年
度
の
被
保
険
者

２２

証
の
一
斉
更
新
の
際
、
被
保
険
者
全
世

帯
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
配
布
し
、
利
用
促
進
の
周

知
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
来

年
度
も
本
年
度
同
様
、
被
保
険
者
証
の

更
新
の
際
、
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
は
国
保
連
合
会
に

お
い
て
被
保
険
者
が
自
主
的
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
切
り
換
え
て

も
ら
え
る
よ
う
、
生
活
習
慣
病
の
治
療

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
利
用
差
額

通
知
書
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
年

々
増
え
続
け
る
医
療
費
に
対
し
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
は
、
被
保
険

者
の
薬
代
の
負
担
軽
減
の
み
な
ら
ず
、

国
保
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
る
の
で
、

な
お
一
層
の
普
及
促
進
の
た
め
、
市
民

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
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盧
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

　
　
　
　
　

プ
・
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な

　
　
　
　
　

い
か
。
「
本
庁
舎
と
千
代

川
庁
舎
の
情
報
共
有
化
、
各
課
の
縦
割

り
行
政
の
改
善
を
」
と
題
し
て
伺
う
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
行

政
手
続
の
案
内
、
受
付
、
交
付
な
ど
を

１
か
所
、
あ
る
い
は
１
回
の
手
続
で
市

民
に
提
供
す
る
こ
と
を
言
い
、
こ
の
方

法
に
よ
り
、
手
続
に
か
か
る
負
担
の
軽

減
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
市
側
に
と
っ
て
も
事
務

処
理
の
簡
素
化
、
効
率
化
に
つ
な
が
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

当
市
で
も
、
総
合
的
な
窓
口
を
つ
く

り
、
申
請
・
届
出
な
ど
の
手
続
で
、
複

数
箇
所
・
複
数
回
に
わ
た
っ
て
行
政
機

関
を
訪
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

盪
新
庁
舎
建
設
計
画
の
進
展
・
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。
新
庁
舎
建
設
の
大
き

な
目
的
の
一
つ
は
、
市
内
各
地
に
分
散

し
て
い
る
行
政
機
関
の
統
合
を
図
る
こ

と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
庁
舎
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建
設
の
た
め
、
毎
年
５
０
０
０
万
円
の

積
立
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

合
併
特
例
債
の
期
限
も
迫
っ
て
い
る
の

で
、
現
在
の
状
況
を
伺
う
。
財
政
上
の

理
由
で
無
理
に
つ
く
る
こ
と
も
な
い
か

と
は
思
う
が
、
今
後
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　

盧
市
役
所
に
来
庁
さ
れ

　
　
　
　
　

た
市
民
へ
の
各
課
の
案
内

　
　
　
　
　

や
業
務
内
容
の
説
明
に
つ

い
て
は
、
本
庁
舎
１
階
・
市
民
ホ
ー
ル

の
総
合
案
内
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
千
代
川
庁
舎
の
く
ら
し
の
窓
口
課

に
お
い
て
も
、
同
様
の
業
務
の
ほ
か
、

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
税
務
課
、
福

祉
事
務
所
、
介
護
保
険
課
な
ど
住
民
生

活
に
関
わ
る
業
務
の
一
部
を
行
っ
て
い

る
。
各
種
行
政
手
続
に
つ
い
て
も
、
基

本
的
に
担
当
課
が
受
け
付
け
て
い
る
が
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
一
部
の
申

請
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
広
範
囲
な
市
行
政
の
す
べ
て
の

事
務
手
続
を
本
庁
舎
及
び
千
代
川
庁
舎

で
実
施
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
事
務
手
続
上
、
細

部
に
わ
た
る
説
明
は
、
担
当
課
で
対
応

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
今
後
は
職
場
内
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
活
用
し
、
情
報
の
共

有
化
を
進
め
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　　

盪
平
成　

年
度
か
ら
庁
舎
建
設
基
金

１９

と
し
て
毎
年
積
立
を
行
い
、
現
在
の
基

金
の
総
額
は
１
億
５
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
新
庁
舎
に
か
か
る
一
般
財

源
を
補
う
た
め
の
積
立
で
あ
り
、
ま
だ

十
分
な
額
で
は
な
い
。
本
庁
舎
・
千
代

川
庁
舎
は
老
朽
化
し
、
大
規
模
な
修
繕

が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
庁
舎
分
散

に
よ
り
不
便
が
生
じ
る
た
め
、
庁
舎
の

建
替
え
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
な

ど
、
他
に
優
先
す
べ
き
事
業
が
数
多
く

あ
る
た
め
、
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
求
め
て
！

　
　
　
　
　
 
小
竹　

薫 
議
員

市民の問合せにこたえる職員

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

結　果付託常任
委 員 会

提　出　者　住　所　氏　名　　　　件　　　　　　　　　名

不 採 択
文教厚生
委 員 会

下妻市下妻乙347－８
　茨城県高等学校教職員組合　
　　下妻第二高等学校分会　
　　　分会長　皆　川　　　聡

「県立高校の存続と高校の３０人以下学級
実現を求める意見書提出」に関する陳情

採　 択
産業経済
委 員 会

茨城県下妻市宗道２０２８
　常総ひかり農業協同組合 
 　　　代表理事組合長　猪　瀬　正　一

ＴＰＰ交渉参加反対に関する緊急請願 

み な し
採　 択

産業経済
委 員 会

茨城県結城市山川新宿１２２２－１
　茨城県西農民センター
　　　会 長　北　嶋　　　誠

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）
の加入に反対する請願

━━━ 請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果 ━━━
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　わが国は、ＷＴＯドーハ・ラウンド交渉において、世界の国々において多様な農業が共存しう

る貿易ルールの確立を国の方針として主張してきました。

　ＴＰＰは、関税撤廃の例外措置を認めない完全な貿易自由化を目指すものであり、ＴＰＰへの

参加は日本の農業・農村を崩壊させる恐れがあり、断じて認められないものです。

　我々は、工業製品の輸出拡大や資源の安定確保を否定するものではありません。

　しかし、ＴＰＰ参加により、食料自給率は40％から14％に急落し、農産物の生産額は４．１兆円、

雇用が340万人減少すると農林水産省は試算しています。

　すなわち、日本の農業はあらゆる分野で壊滅的な打撃を受けることになります。

　茨城県における影響額も、米が901億円減少（減少率94％）、豚肉は307億円（減少率70％）、

牛乳は85億円 （減少率56％） 等、主要農産物合計で1,481億円 （減少率35％） を超える生産縮小が

想定されます。さらに、関連産業は廃業し、地方の経済・雇用、農業が守ってきた多面的機能も

失われます。これでは、国民・県民の圧倒的多数が望む食料自給率の向上、安全・安心なくらし

の実現は到底不可能であります。

　すでに日本の農産物の平均関税率は12％まで下がっています。世界でも、最も開かれた農産物

純輸入国です。諸外国をみても、自国にとって重要な品目については、しっかりとした関税をか

け、国境措置で守っています。この上、関税ゼロというのは、日本の農業をつぶすことになり、

食料自給率向上、世界の食料問題の解決と両立しえないＴＰＰ交渉への参加には反対であり、断

じて認めることはできません。

　以上が本県の現場で働く農業者の総意であり、ＴＰＰ交渉への参加に反対することを強く要望

します。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　平成２２年１２月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　　（提出先）

　 内 閣 総 理 大 臣　 菅　 　 　 直　 人　 殿

　 経 済 産 業 大 臣　 大　 畠　 章　 宏　 殿

　 農 林 水 産 大 臣　 鹿　 野　 道　 彦　 殿

　 厚 生 労 働 大 臣　 細　 川　 律　 夫　 殿

　 衆 議 院 議 長　　横　 路　 孝　 弘　 殿

　 参 議 院 議 長 西　 岡　 武　 夫　 殿

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）の参加に
　  反対する意見書
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議
会
運
営
委
員
会
で
は
、　

月　

日

１１

１０

か
ら　

日
ま
で
の
日
程
で
長
野
県
須
坂

１２

市
、
飯
山
市
に
お
い
て
研
修
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

下
妻
市
で
は
次
の
一
般
選
挙
か
ら
定

数
が　

人
と
な
る
こ
と
か
ら
、
類
似
す

２０

る
須
坂
市
に
お
い
て
、
議
会
運
営
に
つ

い
て
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。
須
坂
市

で
は
、
常
任
委
員
会
は
３
委
員
会
か
ら

構
成
さ
れ
、
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、

質
問
時
間
は
答
弁
を
含
ま
な
い
で　

分
３０

以
内
で
、
回
数
の
制
限
は
な
い
こ
と
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
、
市

民
に
対
し
議
会
中
継
を
行
っ
て
い
る
な

ど
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
飯
山
市
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
み
ん
な
の
う
た
」
に
も
登
場
す
る
、

高
橋
ま
ゆ
み
さ
ん
の
人
形
館
を
訪
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
、
平
成　

年
度
ま
ち

２１

づ
く
り
交
付
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
の
原
風

景
が
広
が
る
飯
山
市
と
、
そ
こ
で
生
活

を
営
む
人
々
を
モ
デ
ル
に
製
作
さ
れ
た

人
形
た
ち
は
、
ま
さ
に
「
ふ
る
さ
と
」

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
次
に

「
道
の
駅
花
の
駅
・
千
曲
川
」
の
施
設

を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
景
観

条
例
が
設
置
さ
れ
た
千
曲
川
の
中
間
点

に
あ
り
、
大
き
な
看
板
や
表
示
等
も
な

く
、
地
上
の
電
線
は
す
べ
て
地
下
ケ
ー

ブ
ル
に
埋
設
さ
れ
て
い
て
、
北
信
州
の

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い

施
設
で
し
た
。
下
妻
と
同
様
、
新
鮮
な

農
畜
産
物
や
特
産
品
、
お
み
や
げ
が
売

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
道
の
駅
を
拠

点
と
し
て
開
催
さ
れ
る
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
、
若
者
応
援
企
画

等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
地
域
の
情
報
発
信
基
地
の
一
つ
と

し
て
、
「
道
の
駅
」
を
最
大
限
に
活
用

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

【
本
会
議
】

　

議
員
全
員
が
議
場
に
集
ま
っ
て
、
定

例
会
及
び
臨
時
会
の
会
議
を
す
る
の
が

「
本
会
議
」
で
す
。
本
会
議
は
、
市
長

や
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
案
や
条

例
案
等
に
つ
い
て
、
市
議
会
の
最
終
的

な
意
思
を
決
め
た
り
、
質
問
を
行
っ
て

市
当
局
の
考
え
方
を
質
疑
し
た
り
し
な

が
ら
、
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
大
切
な

会
議
で
す
。

　
【
定
例
会
】

　

毎
年
３
月
、
６
月
、
９
月
、　

月
の

１２

年
４
回
開
か
れ
る
会
議
を
い
い
ま
す
。

【
臨
時
会
】

　

定
例
会
以
外
に
必
要
が
あ
る
場
合
、

臨
時
に
開
か
れ
る
会
議
を
い
い
ま
す
。

【
招
集
】

　

議
会
を
開
く
た
め
に
、
議
員
に
一
定

の
日
時
に
一
定
の
場
所
へ
の
集
合
を
要

求
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
議
会
の
招

集
の
権
限
は
市
長
に
あ
り
ま
す
が
、
議

長
が
議
会
運
営
委
員
会
の
議
決
を
得
て

請
求
が
あ
っ
た
場
合
や
、
議
員
定
数
の

４
分
の
１
以
上
の
議
員
か
ら
請
求
が
あ

っ
た
場
合
は
、
市
長
は
臨
時
会
を
招
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
議
案
】

　

議
会
の
議
決
を
要
す
る
案
件
を
い
い

ま
す
。
議
案
は
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
る

も
の
と
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃

止
・
予
算
を
定
め
る
こ
と
、
決
算
を
認

定
す
る
こ
と
、
人
事
に
同
意
す
る
こ
と

の
ほ
か
意
見
書
・
決
議
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

【
可
決
】

　

議
決
結
果
の
一
つ
で
、
採
決
の
と
き

全
会
一
致
又
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
そ

の
議
案
に
対
し
「
可
」
と
し
て
意
思
決

定
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
反
対
が
「
否

決
」
で
す
。

【
付
託
】

　

議
会
の
議
決
を
要
す
る
事
件
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
に
先
立
っ
て
詳
し
く

検
討
を
加
え
る
た
め
に
、
所
管
の
常
任

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
又
は
特
別

委
員
会
に
審
査
を
委
託
す
る
こ
と
で
す
。

【
一
般
質
問
】

　

議
員
個
人
が
議
長
の
許
可
を
得
て
行

政
事
務
全
般
に
つ
い
て
、
市
長
を
は
じ

め
と
し
た
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の

執
行
状
況
や
今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い

て
、
定
例
会
に
お
い
て
尋
ね
る
こ
と
で

す
。

【
審
議
】

　

議
会
の
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
な

ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
聞
き
、
質
疑
、

討
論
を
重
ね
表
決
す
る
と
い
う
一
連
の

過
程
の
こ
と
で
す
。

【
請
願
】

　

市
政
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て

の
意
見
や
要
望
を
、
議
会
に
対
し
て
提

出
す
る
こ
と
で
す
。
請
願
は
議
員
の
紹

介
が
必
要
で
す
。

【
陳
情
】

　

請
願
と
同
様
に
、
市
政
に
関
す
る
事

項
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
、

議
会
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と
で
す
。

請
願
と
違
い
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

【
意
見
書
】

　

市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
、

国
や
県
に
対
し
市
議
会
の
意
見
と
し
て

提
出
す
る
文
書
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

意
見
書
は
、
議
員
が
案
文
を
議
長
に
提

出
し
、
本
会
議
で
可
否
を
決
め
ま
す
。

議会運営委員会行政視察（長野県須坂市）

■
議
会
用
語
■
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【
総
務
委
員
会
】

　

行
政
施
策
、
財
政
、
情
報
公
開
、
契

約
、
税
、
選
挙
、
消
防
活
動
及
び
他
の

委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項
な
ど
に
つ
い

て
審
査
し
ま
す
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

　

戸
籍
・
住
民
票
、
国
民
健
康
保
険
、

福
祉
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ご
み
、
公

害
対
策
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
な
ど

の
事
項
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

【
産
業
経
済
委
員
会
】

　

農
政
、
農
地
整
備
、
商
工
、
観
光
振

興
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

【
建
設
委
員
会
】

　

道
路
、
市
営
住
宅
、
都
市
計
画
、
土

地
区
画
整
理
、
上
下
水
道
な
ど
の
事
項

に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

常任委員会の役割・議会日誌

７
日　

本
会
議　

議
案
質
疑

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

８
日　

産
業
経
済
委
員
会

　
　
　

建
設
委
員
会

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１０
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１３
　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

１５
　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

９
日　

消
防
出
初
式　
　

　
　
　

成
人
の
つ
ど
い

　

日　

新
春
の
集
い

１２
　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局

１４
　
　
　

長
会
議

　

日　

平
成　

年
第
１
回
下
妻
市
議
会

１８

２３

　
　
　

臨
時
会

　
　
　

第
２
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
理
事
会

20
　
　
　

・
定
例
会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回

28
　
　
　

議
員
研
修
会

　

卯
年
の
今
年
は
、
年
賀
状
を
は
じ
め
、

様
々
な
場
面
で
、
う
さ
ぎ
を
用
い
た
デ

ザ
イ
ン
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
一
般
的

に
は
、
愛
ら
し
く
、
お
と
な
し
い
イ
メ

ー
ジ
の
う
さ
ぎ
で
す
が
、
物
語
の
世
界

で
は
、
違
っ
た
顔
も
見
せ
て
い
ま
す
。

　

う
さ
ぎ
が
登
場
す
る
物
語
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語

「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
話
の
う
さ
ぎ
は
、
自
信
過
剰
で
思
い

上
が
り
、
油
断
を
し
た
た
め
、
か
け
っ

こ
で
亀
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
神
話
「
因
幡
の
白
う

さ
ぎ
」
で
も
、
わ
に
を
だ
ま
し
た
仕
返

し
と
し
て
皮
を
は
が
れ
て
し
ま
う
な
ど
、

う
さ
ぎ
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
ず

る
が
し
こ
い
こ
と
を
考
え
る
が
、
ど
こ

か
抜
け
て
い
る
役
を
あ
て
が
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
西
洋
で
は
多
産
、

豊
穣
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、
日
本
で
も

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
動
物
で
も

あ
り
ま
す
。

　

卯
年
の
今
年
が
「
跳
ね
る
う
さ
ぎ
」

に
あ
や
か
っ
て
、
皆
様
の
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

〈再生紙を使用〉

 
２
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　
　

・
定
例
会

９
日　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
事
務

　
　
　

局
長
会
議

　

日
〜　

日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政

１０

１２

　
　
　

視
察
（
長
野
県
須
坂
市
／
飯
山

　
　
　

市
）

　

日
〜　

日　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長

１６

１７

　
　
　

会
定
例
会

　

日　

平
成　

年
第
２
回
下
妻
市
議
会

１９

２２

　
　
　

臨
時
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日
〜　

日　

平
成　

年
第
４
回
下
妻

１５

２２

　
　
　

市
議
会
定
例
会

６
日　

本
会
議　

議
案
上
程
、
説
明

 市議会を傍聴してみませんか
● 次の定例会は、 3 月  8 日から3  月25日までの18日間の予定です。 なお、 一般質問は
3月22日 、23日の   2 日間の予 定です。　（上記日程は、変更する場合があります。）

平成 2 2 年 第 4回  （12 月） 定 例会の 傍聴者は3人でした。
※問合せ先：下妻市議会事務局　0296－43－2111　内線1112・ 1113
下妻市役所のホームページからも「市議会だより」がご覧いただけます。
また、「定例会・臨時会会議録」もご覧いただけます。
　　〈下妻市役所ホームページ〉　h t t p： / / w w w . c i t y . s h i m o t s u m a . l g . j p /　

◆ 　
　

月

１１
◆ 　
　

月

１２

◆ 
１　

月


